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 『プレップ刑法（第三版）』（町野朔著）に誤っている箇所がございました。お詫びを申し上げ

ますとともに、読者の皆様には以下のように訂正してご利用をお願い致します。 

                                   （2004年４月） 

 

●253頁の 2行目「……これを退けた*。」の後から同頁７行目までを、次のように変更する。 

 

最近では、鳶口を自分の自動車の床上に置いていたという兇器携帯（軽犯罪法 1 条 2 号）と覚

せい剤をセカンドバッグに入れていたという覚せい剤所持とは観念的競合ではなく併合罪だか

ら、兇器携帯罪に関する確定判決があっても、後者を処罰することができるという最高裁判例が

出ている**。古くは、テレビの上の覚せい剤所持とポケットの中の覚せい剤所持は包括一罪でも

観念的競合でもなく併合罪であるという判例***があり、ここでは直接には一事不再理が問題に

なってはいなかったが、それに影響することを意識したものだったと思われる。 

 

［上欄］ 

** 最決平成 15・11・4刑集 57巻 10号 1031頁。 

*** 最決昭和 50・1・27刑集 29巻 1号 22頁。 


